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モバイルといっても、携帯電話と電子メールがすべてではない。業
種や相手によっては電子メールよりFAXが必要な場合がある。今
回は携帯電話やPHSなどでも使える、モバイルシーンに役立つ
FAXサービスをお教えしよう。

Illust : Karasawa Nawoki
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実現 

4
ぱなしにしても、ノートPCとケーブルで

つなぎっぱなしという人はいないだろう。

そこで、時と場所を選ばずにFAXを受

信できるサービスと、インターネットを

使ったFAX送信サービスをお教えしよう。

FAXをファイルに変換して
電子メール添付で

届けてくれるF@xEmail

モバイルでの便利なFAX受信サービス

の1つ目は、技研商事インターナショナ

ルの「F@xEmail」。このサービスでは、

指定の電話番号（FAX番号）あてに送

られて来たFAXを、まずTIFF形式の画

像ファイルに変換する。そして、それを

電子メールの添付ファイルとして自分の

電子メールアドレス宛てに送ってくれる

のだ。それを見るには、TIFFに対応した

ビューアーを使えばいい。

F@xEmailを申し込むと、専用のFAX

番号を与えられる。個人ユーザーの契約

の場合、契約料金が3000円で月額の基

本料金が3000円。これにFAX1枚あた

り25円（1000枚/月まで）の配信料金

がかかる。1000枚以上は1枚あたりの配

信料金が安くなる。個人ユーザーではさ

↑「F@xEm@il」の技研商事インターナショナ
ルのホームページではサンプルのFAXイメージを
見ることができる。

↑ワンナンバーサービス（株）のホームページに
は、サービスパッケージに含まれる各サービスの
詳しい内容が載っている。

ビジネスシーンでは
携帯電話だけでなく

FAXの送受信も必要だ

モバイルコンピューティングの基本セ

ットといえば、ノートPCに携帯電話・

PHS、電子メール。これでノートPCに

仕事用のアプリケーションとデータを入

れておけば、どこでも仕事ができるし連

絡も取れるので、まず困ることはない。

しかし、場合によってはFAXの送受信の

必要に迫られることがある。ビジネスの

相手が電子メールを使っていないときは

もちろんだが、テキストファイルやエク

セルなどの表計算ファイル以外の手書き

の地図や送ったFAXをチェックして返送

してもらうときには、先方はFAXを使う

ことになる。当然、こちらもFAXを受信

できなければならないわけだ。

ノートPCに市販のFAXソフトを入れ

ておけば、FAXの送信は簡単にできる。

しかし受信となると、PHSのPIAFSで

はFAXが受信はできないし（みなし通信

ならできないこともないが……）、携帯電

話でもFAX来ることがわかっていなけれ

ば受けられない。また、通信エリアも限

られる。それに携帯電話の電源は入れっ

個人会員 法人会員

契約料 3000円 2000円（10人まで）

2000円（追加1人ごと）

月額基本料 3000円 2500円（1人につき）

利用料 25円/枚（1000枚まで） 25円/枚（5000枚まで）

23円/枚（～2000枚） 23円/枚（～10000枚）

21枚/枚（2001枚以上） 21円/枚（～50000枚）

F@xEmail

問い合わせ：0120-548231 jhttp://www.giken.co.jp/
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[▼ ]すがにそれほどたくさんのFAXを受信するこ

とはないと思われるが、為替や株取引などの仕

事をしている人は必要になるかもしれない。

法人会員の場合は契約料金2000円（10人

まで）で追加の契約は2000円/人。月額基本

料金は2500円/人。配信料金は5000枚まで

25円で、それ以上は割引されていく。

このサービスの利点は、もちろん電子メー

ルが使えるところなら世界のどこにいてもFAX

を受信できることだが、それだけではない。法

人契約の場合、社員1人1人がFAX番号を持

っているのと同じだから、担当者に直接FAX

が届く。外回りでオフィスを留守がちするこ

とが多い営業職のスタッフにもFAXを渡し忘

れたり、外出先から直帰で返答が遅くなると

いうこともなくなるのだ。また、受信したFAX

の案件を何人かのスタッフで検討したいとき

には、そのまま電子メールの同報機能で送信

すればいい。

パックR パックB パックB パックB

サービス名 機能・内容 3000円/月 3800円/月 3800円/月 10500円/月

個人着信機能 かかってきた電話を指定の通信媒体に転送 ○ ○ ○ ○

リモート設定機能 プッシュ式電話から転送設定の変更を行う ○ ○ ○ ○

伝言センター機能 着信した電話の録音・再生（留守番電話） ○ ○ ○ ○

クイックコールバック機能 伝言を聞いたあと、短縮番号でコールバック ○ ○ ○ ○

ポケベル通知機能 伝言やFAXが入ったことをポケットベルに通知 ○ ○ ○ ○

国際接続機能 転送先を海外に設定可能　※1 ○ ○ ○ ○

取り次ぎ機能 発信者が連絡先と連絡方法を選択 ○ ○ ○ ○

FAX自動転送機能 かかってきたFAXを指定の番号へ転送 ○ ○ ○ ○

FAXメール機能 ワンナンバーセンターでFAXを蓄積し、必要時に取り出せる ─ ○ ○ ○

週間スケジュール機能 毎日のスケジュールを記録して時刻で転送先えお自動設定する ─ ─ ○ ○

ポケベルコネクション機能 ワンナンバーセンターが相手先を保留してポケットベルを呼び出す ─ ─ ○ ○

暗証番号着信機能 暗証番号が入力された相手だけ転送し、それ以外は伝言センターに転送する ─ ─ ○ ○

受付案内機能 かかってきた電話を指定の通信媒体に転送受け付け、接続先を音声で案内する ─ ─ ─ ○

※1：月額使用料がクレジットカード払いの契約者に限る 問い合わせ：0120-548178
j http://www.sphere.ad.jp/ons/

ンナンバーサービスのセンターが蓄積してくれ

て、ユーザーは好きなときにFAX機で取り出

せるというもの。いわばセンター管理の留守

番 FAX とでもいうサービスだ。前記の

F@xEmailと違って電子メールを使っていな

いため、いつでもどこでもFAXを受けられる

というものではないが、伝言やFAXが入った

ことだけはポケベル通知機能で知ることがで

きる。個人事業主や営業が多いSOHOには、

他のサービスと併せて契約すると便利だろう。

上の表のように、ワンナンバーサービスには

4つのサービスパックがある。自分に必要なサ

ービスを見極めて選んでほしい。もし必要な

ら、受け付け案内やスケジュール管理など、

個人秘書的なサービスを受けることもできる。

新規加入料はどのパックでも同じ1000円で、

FAXメール機能を含むパックBのサービスは、

転送やFAX受信の件数にかかわらず月額

3800円となっている。

受信FAXをセンターに
蓄えてくれる

ワンナンバーサービス

モバイル向きFAX受信のもう1つのサービ

スは、「ワンナンバーサービス」。その名のと

おりワンナンバーサービス（株）が提供して

いる。このサービスの基本サービスは、契約

ユーザーが現在使用している電話番号にかか

ってきた電話やFAXを指定の電話番号の通信

機器（携帯電話やPHS）に転送するという

もの。しかしこれはサービスの1つで、ほかに

もいろいろなサービスが用意されている（詳細

は表を参照）。その中の1つに、FAXメール機

能がある。

ただし「FAXメール機能」といっても電子

メールとは関係ない。このサービスは、指定

の電話番号にかかってきたFAXのデータをワ

ワンナンバーサービス

F@xEm@ilの仕組み

ワンナンバーサービスの仕組み

公衆 
回線網 

公衆 
回線網 

FAX保存 

ワンナンバー 
センター 

FAX送信 FAX送信 
FAX受信 

（リアルタイム） 

FAX受信（任意） 

公衆 
回線網 

F@xEm@il 
サーバー 

インターネット 

電子メール送信 

FAXデータから 
TIFFイメージデータを作成し、 
それを添付した電子メールを 
送信 

FAX送信 FAX送信 電子メール受信 
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[▼ ]電子メールを
FAX機に送れる
メールDEファックス

FAXの受信ができるようになったら、次は

送信だ。一番簡単な方法は、冒頭にも書い

たように市販のFAXソフトを使うことだ。だ

が、それ以上に便利なサービスがある。

インターネットプロバイダーのKCOMが提

供する「KCOM メールDEファックス」は、

電子メールを出すとそれを先方のFAX機に

FAXデータとして届けてくれるサービスだ。使

い方（送信方法）も簡単で、電子メールソフ

トで作成したメールの「送信先（To）」欄に

先方の「電話番号＠fax.kcom.ne.jp（この

サービスのサーバーのドメイン名）」を指定す

るだけでいい。「メールDEファックス」専用

のソフトや設定は不要だ。

このサービスが市販のFAXソフトより優れ

ているのは、FAX送信にインターネット（電

子メール）を使っている点だ。インターネッ

トを使うことで、遠距離、たとえば海外への

FAX送信がグンと安上がりになる。

また、同報FAX送信の場合、市販のFAX

ソフトは10通なら10回電話をかけるため、1

通に3分とすると30分も電話を占有してしま

う。モバイルの場合はこれが困る。送信して

いる間中、ノートPCを開いて携帯電話や

PHSをつなぎっぱなしにしなければならないの

だ。これでは移動もままならない。その点、

「メールDEファックス」なら電子メールだから、

1通送ればあとはサーバーがさばいてくれる。

普通の同報メールと同じ時間しかノートPC

と電話機を占有せずにすむ。

このサービスの契約料は無料。月額基本料

は1000円だが、すでにKCOMの加入者は無

料で、利用料だけ支払えばいいのは魅力的。

また利用料はどの国に送信する場合も70Kバ

イト単位だ。
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[▼ ]専用アクセスポイントに
接続不要の

NeTrueFax

最後に紹介するサービスは、専用クライア

ントソフトを使う、ネットゥルー・コミュニケ

ーションズ・ジャパンのFAX送信サービス

「NeTrueFax」。もちろん、これもインターネ

ットを利用したFAXサービスだ。

通常のインターネットFAXは、最初に専用

のアクセスポイントの電話番号を入力し、そ

の後にIDナンバーとパスワード（番号）、そ

してさらに送信先のFAX番号を入力、という

ような面倒くさい手順が、1件ごとに必要だ。

しかし、「NeTrueFax」ではインターネット

のプロバイダーに接続することにより、専用

アクセスポイントの電話番号の入力を省略し

た。

実際にFAXを送信するには、文書を作成し

KCOM加入者 KCOM未加入者

契約料 無料 無料

月額基本料 無料 1000円

利用料 30円（日本）

（70Kバイトごと） 50円（アメリカ・カナダ）

80円（イギリス）

90円（フランス・ドイツ・オーストラリア）

KCOMメールDEファックス

メールDEファックスの仕組み

NeTrueFaxの仕組み

※他地域にも送信可能。料金はホームページ参照
問い合わせ：03-3345-3445
j http://w3.kcom.ne.jp/menu/f-@fax.html

←KCOMのホームページでは、ウェブ
上から「メールDEファックス」の体験
FAX送信ができる（無料）。

公衆 
回線網 

KCOM 
インターネット 
FAXセンター 

 

KCOM 
インターネット 
FAXセンター 

 インターネット インターネット 

電子メールを 
FAXに変換 

電子メール送信 電子メール送信 電子メール送信 電子メール受信 電子メール送信 FAX受信 

公衆 
回線網 

NeTrueネット 
ワークセンター 

インターネット 

NeTrueFaxを 
FAXに変換 

FAX送信 NeTrueFax 
データ送信 

NeTrueFax 
データ送信 

FAX受信 

→ネットゥルー・コミュニケーションズ・ジャパ
ンのホームページには、「NeTrueFax」以外の
サービスも紹介されている。
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たアプリケーションから「印刷」を選ぶ。そ

のときにプリンターではなく先にインストール

しておいた「NeTrueFax」のクライアントソ

フトを選択する。するとFAX送信先電話番号

を入力する画面が現れるので入力するのだ。

このあたりの流れは他のFAXソフトと変わら

ない。契約ユーザーIDとパスワードは、クラ

イアントソフトに設定しておけばいい。もちろ

ん、同報送信もできる。

「NeTrueFax」のクライアントソフトは

7800円だが、契約料は無料で月額基本料は

280円と安価。またその月にサービスを利用

しなければ基本料もかからない。利用料金は

送信先によって異なるが、たとえばアメリカ

の場合、NeTrueFaxのセンターへの接続時

間1分単位で39円～41円程度。ただしダイ

「HtoO」でインターネット環境を一発切り替え！

オフィスでは社内LANに接続、モバイ
ルでは会社のLANとプロバイダーを

併用というようなときに面倒なのが、インタ
ーネット環境（プロキシーやメールサーバー）
の設定の切り替え。こんなときこそブレーン
の「HtoO」だ。このソフトは、PC内に仮
想的にプロキシーサーバーやメールサーバーな
どを設定する。この設定はインターネットへ
の接続ごとに作成する（たとえばプロバイダ
ーAの設定を「A」、社内LANの設定を

「LAN」とする）。そのうえで、すべてのイ
ンターネットアプリケーションはそこを参照す
るように設定するのだ。

そして社内でインターネットに接続する
ときには「HtoO」のメニューで「LAN」

を、ダイアルアップのときには「A」をクリック
すれば、メールサーバーからプロキシーまで、
一発で切り替えることができる。「HtoO」
の価格は1ユーザー版は22,200円、5ユ
ーザー版は99,800円だ。

アルアップの場合、利用料とは別にプロバイ

ダーへの接続のための電話料金と課金が必要

だ。「NeTrueFaxのセンターへの接続時間」

というのがわかりづらいかもしれないが、送信

開始時にプロバイダーに接続し、終了と同時

にその接続を切断するまでの時間と考えれば

わかってもらえるだろう。

このサービスも、インターネットを使ってる

ので、前述の「メールDEファックス」と同じ

く料金以外に電話機の占有時間の短縮という

メリットがある。

モバイルで便利（というか必須）の携帯電

話・PHSだが、FAXについてはやはり弱い。

これらのサービスを検討して、その弱点をカ

バーし、ビジネスに役立ててほしい。

契約料 無料 NeTrueFaxSoft

月額基本料 280円 7800円

NeTrueFax

送信先国名 料金（1分間）

アメリカ 41円

イギリス 45円

フランス 65円

ドイツ 65円

オーストラリア 65円

利用料金（NeTrueネットワークセンターへの接続1分間ごと）

※サービスを使用しなかった月は月額基本料はかからない

※他地域にも送信可能。料金は5月19日現在
※携帯電話、PHSへ配信する場合は、1分60円別途通信料が必要
※ダイアルアップの場合、別途各プロバイダーへの接続料が必要
問い合わせ：093-435-0337
jhttp://www.netrue.ne.jp/

←「HtoO」のコンソール画面。このファ
イルメニューで設定を切り替えられる。

↑LANやダイアルアップごとに各種設定を保存
して、それを切り替える。
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